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X－SA CSA BP MSEY
図2　Easy　QA　Ballの各培地での菌数
表2　チーズの黄色ブドウ球菌検出率 表3　培地ごとの黄色ブドウ球菌検出率
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　　　　　　チーズの検体番号
図3　チーズの各培地での菌数
（＜50～150個口u／g）しか黄色ブドウ球菌が検出されなかっ
た．残り2検体のうち1検体（H19－101）は，　BP以外で
黄色ブドウ球菌が検出されず（＜50cfu／g），　BPで1平板
当たり13．5個（1，350cfu／g）検出された．もう1検体（H19－
116）は，すべての培地で黄色ブドウ球菌が検出され，そ
の菌数は培地ごとに大きく異なり，最：も少ないMSEYで
2，000cfu／g，最も多いBPで45，650　cfu／gと測定された．
考 察
　由来や性状の異なる黄色ブドウ球菌野生株やEasy　QA
Ba11を用いて，4種類の培地の性能比較を行ったところ，
菌数測定に関してはいずれの培地でも差が認められなかっ
た．しかし，菌株によっては特定の培地で非典型的集落を
形成することが確認された．これらのことが，実際の食品
を対象とした定性試験や菌数測定にどのように反映される
かを評価するために，これらの培地を用いて平成18～19年
度にチーズの黄色ブドウ球菌検査を行った．
　平成14～16年度に行ったチーズの黄色ブドウ球菌調査で
は，分離培地にMSEYを使用し，卵黄反応陽性株だけを
分離・同定したが，そのときの検出率は3．6～9．2％であっ
た4）．一方，反舞獣の生乳・バルク乳からは卵黄反応陰性
株が多く分離される5｝．このような菌株がチーズに混入し
ていた場合，MSEYでは検出できない可能性がある．分離
培地を4種類に増やした今回の調査では，黄色ブドウ球菌
の検出率が13．9％（平成18年度），10．8％（平成19年度）と
なり，平成14～16年度の結果と比較して若干高くなった．
しかし，いずれの培地からも卵黄反応陰性株は分離されず，
これらの株がチーズへ混入する可能性は低いことが分かっ
た．むしろ，いずれの培地でも偽陰性と判定されたチーズ
が複数あったことから，複数の培地の使用が検出率向上に
繋がったと考えられる．
　チーズに黄色ブドウ球菌が付着していてもその菌数は比
較的少ない4）．今回，12検体について直接塗沫による菌数
測定を試みたが，このうち10検体はいずれの培地でも1平
板当たり1．5個以下の集落しか確認できなかった．このため，
チーズの菌数測定に適した培地の十分なデータは収集でき
なかった．残りの2検体のチーズの結果に限れば，純培養
した野生株やEasy　QA　Balの一閃測定と異なり，培地ご
とに菌数の差が認められた．BPによる菌数が最も多くなっ
た一方で，MSEYでは黄色ブドウ球菌以外の集落が多数認
められ，典型的な集落がほとんど確認できなかった．今後
の継続的な調査は必要であるが，チーズの菌数測定に
MSEYは向かない可能性がある．
　MSEYやBPでは，卵黄反応の有無に関わらず疑わしい
集落について，分離して生化学性状を調べることが必要と
されている．しかし，卵黄反応を分離時の指標から外すと，
疑わしい集落数が大幅に増えることが予想される．卵黄反
応陰性株も含めて検出するためには，卵黄反応を指標とせ
ず，培養時問が24時間と短い酵素基質系培地が有利と考え
られる．しかし，No．16株のようにMSEYやBPでは問題
なく発育するが，X－SAでは強く抑制される株があること
が明らかとなった．これらのことから，黄色ブドウ球菌の
検査には複数の培地を用いるか，検査目的に合致した培地
を選択することが，検査精度を上げるために重要と考えら
れる．今後，チーズ以外の食品を使用した培地の比較検討
が必要である．
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